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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年9月17日(2009.9.17)

【公表番号】特表2009-502265(P2009-502265A)
【公表日】平成21年1月29日(2009.1.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-004
【出願番号】特願2008-523091(P2008-523091)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  16/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/083    (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  16/00    　　　　
   Ａ６１Ｂ   5/05    ３８２　
   Ａ６１Ｍ  16/00    ３４５　
   Ａ６１Ｂ   5/08    １００　
   Ａ６１Ｎ   5/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月28日(2009.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者中のガスＸの目標終末呼気濃度を誘起または維持する装置を準備する方法であっ
て、
　ａ）呼吸回路へのソースガス流の流量を選択し、前記流量を実質的に被験者の分時換気
量以下となるように見積もり、
　ｂ）ソースガスを作る少なくとも１つの成分ガスの少なくとも１つの構成ガスの濃度を
、ガスＸの目標終末呼気濃度に対応するレベルに選択し、それによって前記装置を第１の
ガス組成を持つソースガスを与えるように適合させる
ことを含む方法。
【請求項２】
　少なくとも１つの成分ガスが単一の構成ガスを含む請求項１による方法。
【請求項３】
　ソースガスが単一の成分ガスを含む請求項１または２による方法。
【請求項４】
　少なくとも１つの構成ガスがガスＸであり、ガスＸの濃度をガスＸの目標終末呼気濃度
に対応する予め決定したレベルになるように選択する請求項３による方法。
【請求項５】
　請求項４による方法であって、前記ガスＸが患者によって産生され、前記ガスＸの濃度
（ＦＧ１Ｘ）が以下の式
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【数１】

（ここで、ＶＸは患者のガスＸの分時産生量であり、ＦＴETＸはガスＸの目標終末呼気濃
度であり、ＶＧ１はソースガスの流量である）
に従って設定される方法。
【請求項６】
　請求項４による方法であって、前記ガスＸが患者によって消費され、前記ガスＸの濃度
（ＦＧ１Ｘ）が以下の式

【数２】

（ここで、ＶＸは患者のガスＸの分時消費量であり、ＦＴETＸはガスＸの目標終末呼気濃
度であり、ＶＧ１はソースガスの流量である）
に従って設定される方法。
【請求項７】
　装置が１つ以上の成分ガスの各々のソースに流体連通されている請求項１による方法。
【請求項８】
　さらに、ガスＸの目標終末呼気濃度を達成するのに少なくとも十分な期間の間、被験者
に、準備した装置からのソースガスを吸入させる工程を含む請求項７による方法。
【請求項９】
　前記少なくとも十分な期間は、ソースガスの流量以上である分時換気量に対応する流量
において３０秒以下である請求項８による方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも十分な期間は１呼吸の時間以下であり、ソースガスの流量は５～２０リ
ットル／分である請求項９による方法。
【請求項１１】
　さらに、前記ソースガス中の少なくとも１つの構成ガスの異なる濃度を選択する工程を
含み、前記少なくとも１つの構成ガスの濃度を、ガスＸの第２の異なる目標終末呼気濃度
に対応する予め決定したレベルになるように選択し、それによって前記装置を第２のガス
組成を持つソースガスを与えるように適合させる請求項８による方法。
【請求項１２】
　さらに、ガスＸの第２の目標終末呼気濃度を達成するのに少なくとも十分な期間の間、
被験者に、相応して準備した装置から前記第２の組成を持つ前記ソースガスを吸入させる
工程を含む請求項１１による方法。
【請求項１３】
　さらに、ガスＸの前記第１および第２の終末呼気濃度の各々の保持時間に対応する少な
くとも１つの時点で、被験者の生理学的変数を測定する工程を含む請求項１２による方法
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。
【請求項１４】
　前記生理学的変数はＭＲＩによって測定されるＣＶＲである請求項１３による方法。
【請求項１５】
　請求項１に従って準備した場合に被験者のガスＸの目標終末呼気濃度を誘起または維持
する装置であって、ソースガス出口と、少なくとも１つの成分ガス入口とを含む装置。
【請求項１６】
　請求項１に従って準備した場合に被験者のガスＸの目標終末呼気濃度を誘起または維持
する装置であって、ソースガス出口と、複数の成分ガス入口と、ソースガス導管への少な
くとも１つの成分ガスの流量を選択するのに適合したコントローラとを含む装置。
【請求項１７】
　被験者中の複数のガスＸ１ないしＸｎの目標終末呼気濃度を互いに独立に誘起または維
持するための装置であって、
　ａ）ソースガスの少なくとも１つの成分ガスのための入口と、
　ｂ）部分再呼吸回路に接続されるように構成されたソースガスのための出口と、
　ｃ）以下のパラメータ:
　　（ｉ）部分再呼吸回路へのソースガスの流量が被験者の分時換気量未満であること；
　　（ｉｉ）ソースガス中のガスＸ１ないしＸｎの存在または不存在、およびガスＸ１な
いしＸｎそれぞれの分率濃度が予め決定されていること
の制御を含む、ソースガスの組成および流量に基づいてガスＸ１ないしＸｎの終末呼気濃
度を制御するための手段と
を含む装置。
【請求項１８】
　ソースガスの組成が、請求項５または請求項６に記載されたアルゴリズムのうちの１つ
に基づいて選択される請求項１７による装置。
【請求項１９】
　ソースガスの組成の制御が、１つ以上の予混された成分ガスを用いて達成される請求項
１７による装置。
【請求項２０】
　ソースガスの組成が、前記少なくとも１つの成分ガスの流量を制御することによって制
御される請求項１７による装置。
【請求項２１】
　少なくとも１つの成分ガスの流量が、ガスＸ１ないしＸｎの目標終末濃度に基づいてソ
ースの組成を予め決定するアルゴリズムに基づいて演算装置によって制御される請求項２
０による装置。
【請求項２２】
　アルゴリズムを実行するために予めプログラムされた演算装置を含む請求項１８または
２０による装置。
【請求項２３】
　アルゴリズムを実行する、別個に供給される機械読取可能なコードもって構成されるよ
うに適合された演算装置を含む請求項１８または２０による装置。
【請求項２４】
　演算装置が装置の外にあり、装置が外部の演算装置と接続される請求項２１による装置
。
【請求項２５】
　装置が、アルゴリズムを実行する機械読取可能なコードによって演算装置をプログラム
する権利と共に販売される請求項２１による装置。
【請求項２６】
　装置が、機械読取可能なコードを含む記憶媒体を供給されるか、または機械読取可能な
コードをダウンロードするための命令を供給される請求項２１または２５による装置。
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【請求項２７】
　終末呼気ＣＯ２およびＯ２濃度をモニターするための手段をさらに含む請求項１７によ
る装置。
【請求項２８】
　呼吸回路中の圧力をモニターするための手段をさらに含む請求項１７による装置。
【請求項２９】
　再呼吸回路が連続ガス供給回路である請求項１７による装置。
【請求項３０】
　呼吸回路へのガス流が少なくとも３つの成分ガスのブレンドで構成され、装置が、ガス
Ｘ１ないしＸｎの目標濃度を達成するために成分ガスをブレンドするように構成される請
求項２０、２１または２２による装置。
【請求項３１】
　少なくとも３つの成分ガスが以下の相対濃度を持つ請求項３０による装置：
　ａ）ガスＡ：高Ｏ２、低ＣＯ２

　ｂ）ガスＢ：低Ｏ２、高ＣＯ２

　ｃ）ガスＣ：低Ｏ２、低ＣＯ２。
【請求項３２】
　少なくとも１つの成分ガスがブレンドガスである請求項１、２または３による方法。
【請求項３３】
　少なくとも１つの構成ガスの濃度がガスＸの目標終末呼気濃度に対応する予め決定した
レベルになるように選択される請求項１、２または３による方法。
【請求項３４】
　被験者の呼気ガス中のそれぞれの構成ガスの終末呼気濃度を独立に制御する使用のため
の装置を準備する方法であって、
　ａ）呼吸回路へのソースガス流の流量を選択し、前記流量を実質的に被験者の分時換気
量以下となるように見積もり、
　ｂ）構成ガスＸの選択された終末呼気濃度に基づいてソースガス中の構成ガスＸの濃度
を選択することによって前記ソースガスの組成を選択し、それによって前記装置を第１の
ガス組成を持つソースガスを与えるように適合させる
ことを含む方法。
【請求項３５】
　工程ｂ）が、構成ガスＸの選択された終末呼気濃度に基づく構成ガスＸの選択された濃
度の数学的な計算を含む請求項３４による方法。
【請求項３６】
　ソースガスが複数の成分ガスからなり、それぞれの成分ガスが少なくとも１つの構成ガ
スを含む請求項３４による方法。
【請求項３７】
　それぞれの成分ガスがブレンドガスである請求項３６による方法。
【請求項３８】
　請求項３４による方法であって、前記ガスＸが被験者によって産生されるガスであり、
前記ガスＸの濃度（ＦＧ１Ｘ）が以下の式
【数３】
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（ここで、ＶＸは被験者のガスＸの分時産生量であり、ＦＴETＸはガスＸの選択された終
末呼気濃度であり、ＶＧ１はソースガスの流量である）
に従って計算される方法。
【請求項３９】
　請求項３４による方法であって、前記ガスＸが被験者によって消費されるガスであり、
前記ガスＸの濃度（ＦＧ１Ｘ）が以下の式
【数４】

（ここで、ＶＸは被験者のガスＸの分時消費量であり、ＦＴETＸはガスＸの選択された終
末呼気濃度であり、ＶＧ１はソースガスの流量である）
に従って計算される方法。
【請求項４０】
　装置がそれぞれの成分ガスのソースに流体連通されている請求項３４による方法。
【請求項４１】
　請求項１に従って使用のために準備した場合に、被験者の呼気ガス中のそれぞれの構成
ガスの終末呼気濃度を独立に制御する装置であって、ソースガス出口と、複数の成分ガス
入口と、ソースガス導管への少なくとも１つの成分ガスの流量を選択するのに適合したコ
ントローラとを含む装置。
【請求項４２】
　被験者の呼気ガス中のそれぞれの構成ガスの終末呼気濃度を独立に制御するシステムで
あって、ソースガス出口と、複数の成分ガス入口と、それぞれの成分ガスのフローコント
ローラと、ソースガス中の構成ガスＸの選択された終末呼気濃度を入力する入力デバイス
と、呼気ガス中の構成ガスＸの終末呼気濃度に基づいてソースガス中の前記構成ガスＸの
濃度を導出するようにプログラム可能な演算装置とを含み、前記演算装置はそれぞれのフ
ローコントローラに作動可能に接続されて前記フローコントローラのそれぞれのガス流量
を設定し、ソースガス中の前記構成ガスＸの導出された濃度を達成するシステム。
【請求項４３】
　ソースガス中の構成ガスＸの選択された濃度が、呼気ガス中の構成ガスＸの選択された
終末呼気濃度に基づいて数学的に計算される請求項４２によるシステム。
【請求項４４】
　ソースガスが少なくとも３つの成分ガスからなる請求項４２によるシステム。
【請求項４５】
　それぞれの成分ガスがブレンドガスである請求項４４によるシステム。
【請求項４６】
　請求項４３によるシステムであって、前記ガスＸは被験者によって産生されるガスであ
り、前記ガスＸの濃度（ＦＧ１Ｘ）は以下の式

【数５】

（ここで、ＶＸは被験者のガスＸの分時産生量であり、ＦＴETＸはガスＸの選択された終
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末呼気濃度であり、ＶＧ１はソースガスの流量である）
に従って計算されるシステム。
【請求項４７】
　請求項４２によるシステムであって、前記ガスＸは被験者によって消費されるガスであ
り、前記ガスＸの濃度（ＦＧ１Ｘ）は以下の式
【数６】

（ここで、ＶＸは被験者のガスＸの分時消費量であり、ＦＴETＸはガスＸの選択された終
末呼気濃度であり、ＶＧ１はソースガスの流量である）
に従って計算されるシステム。
【請求項４８】
　それぞれの成分ガス入口が、少なくとも１０％のＯ２を含むブレンドガスソースに流体
連通されている請求項４３によるシステム。
【請求項４９】
　ソースガス出口が連続ガス供給回路に流体連通されている請求項４３によるシステム。
【請求項５０】
　ソースガス出口が部分再呼吸回路に流体連通されている請求項４３によるシステム。
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